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平成２３年８月２２日 

湖風会「彦機会」 

記録：藤浪市郎 

平成２３年８月（６７回）彦機会＋学友会準備チーム合同幹事会の記録 

  夏の国民的行事になった高校野球も、日大三高の優勝で幕を閉じた。炎天下の熱戦は被災地の 

方々にも勇気と希望を与えたことと思います。 

  猛暑日・熱帯夜が続いていたが、蝉の鳴き声もツクツクボウシに代わり、ようやく秋の空気に変ろ

うとしている今日は、久しぶりの雨模様。 

  本日は、工学部学友会準備チームとの合同会議という形で開催し、西澤・田頭両顧問の出席も頂き 

  長時間に亘り熱のこもった討議が行なわれた。 

（１）日 時 ：平成２３年８月２１日（日）１０：００～１５：００ 

 （２）場 所 ：パナソニックリゾート大阪 第 5 会議室 

 （３）出席者 ：吉田会長、西澤顧問、田頭顧問、内片副会長、松下副会長、立入副会長、 

藤田常任幹事、国領常任幹事、山添常任幹事、藤浪 

         林（S38 化学卒）、長谷（S40 化学卒）―敬称略 

 （４）議事内容 （今回は工学部学友会関連の議事が主体である関係上、国領常任幹事が司会を担当） 

    配布資料： 第 6 回彦機会総会・工学部学友会設立総会 チラシ案 

                  々          式次第案 

                  々          予算案･･･いずれも内片副会長が作成 

          学友会 役員候補者リスト 

    （議事に先立ち、学友会準備チームのメンバーの参加があったので自己紹介を行なった。） 

    ＜討議事項＞ 

１、第 6 回彦機会総会・工学部学友会設立総会について 

  配布資料をベースに総会の段取りについて話し合った。 

 ⅰ チラシ案について 

  ① 会場は「パナソニックリゾート大阪」であるが、11 月 20 日（日）は予約が確定出来た。 

人員は 80 名で申し込んでいる。（山添常任幹事） 

      ② 開催場所「パナソニックリゾート大阪」の電話番号を入れる。 

      ③ 会費は会員 7,000 円、協賛会員 5,000 円、学生・女性 3,000 円とする。 

      （第 5 回記念総会は女性 3,500 円であったが、今回は現役学生の出席を考慮し 3,000 円 

       とした。） 

      ③ 会費の表示 ３、０００円を３，０００円（読点、をカンマ，に修正） 

      ④ タイトル（総会）のフォントをもう少し大きくする。 

      ⑤ 式次第の検討を行なった結果、開始時間を 11：000 から 10：30 に変更する。 

      ⑥ 内片副会長に修正をお願いし、修正版を関係者に配布(メール)して頂く。（8/22 済み） 

 ⅱ 総会式次第について 

  ① 司会は山添常任幹事とする。 

  ② 来賓は、湖風会新会長の岡田 定一氏、県大山根教授、内藤名誉教授、田中名誉教授の 

   4 名とする。化学科関係の方で適任者があれば招待したいが、心当たりがないというこ 

とで保留した。 

  ③ 協賛会員への案内は、松下副会長に候補者をリストアップして、働きかけていただく。 

   その中に、湖風会の新副会長を含めることとするが、その内松下 恭明氏は化学科卒で

あるので、学友会会員となるので出席いただける場合は会員会費を頂戴する。 
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（第 5 回記念総会は 12 名程度に案内し、6 名に出席いただいた。） 

      ④ 吉田会長の挨拶の中で、来賓・協賛会員の紹介及び「彦機会」の活動状況を説明する。 

       「彦機会」から「工学部学友会」への発展的移行については、簡単に触れ詳細は、国領

常任幹事からの「工学部学友会」設立経緯説明の中で行なう。 

       活動状況の報告は、第 65 回幹事会総会（H23/4 月）議事録に添付した活動計画及び実

績をアレンジしたものを冊子に入れる。 

      ⑤ 総会冊子に「同好会だより」を入れるので、ゴルフ・テニス？・ウォーキング＆小旅行・ 

      カラオケ愛好会・フォト同好会の世話役は 22・23 年の活動報告を A4 で 1 枚程度に

纏めて下さい。 

      ⑥ 会計報告は行なわない。 

      ⑦ 「工学部学友会」設立経緯説明は、国領常任幹事が行ない、何故「工学部学友会」を設

立することになったかに力点を置き、約 1 年間に及ぶ設立準備チームによる準備の経緯

を説明する。 

       又、この中で「工学部学友会」の設立発議、会長及び役員(理事)人事案を説明し、拍手

承認を取り付ける。 

      ⑧「工学部学友会」の会長人事については田頭顧問にもご尽力頂き検討してきたが、種々

紆余屈折があったが、最終的に立入副会長にお願いし内諾を得た。立入副会長は現在会

社経営のトップとして忙しい状況であるので、他の役員（理事）が全面的にサポートす

ることが条件である。 

       役員(理事)は、機械科は「彦機会」の幹事がそのままスライドし、化学科は 8 名程度候

補者が決まっている。大学がどこに勤めておられたかに関心をもたれているので「主職

歴」について化学科関係は長谷さんに纏めをお願いする。但し、冊子の中の役員リスト

には入れない。 

       副会長、他必要な役職役員は明確に決めて、冊子に入れる。 

       又、学年幹事について、機械科はリストアップ済であるが、化学科は現在最後の調整中

で 9 月 10 日の準備チームミーティングまでに纏める。 

       県大卒業生については山根教授にお願いしているが、設立時点には間に合わないが、今

後も引き続きプッシュしていく。 

      ⑨ 会長始め役員人事の承認を受けた後、立入新会長に挨拶をお願いする。 

      ⑩ 「工学部学友会」は 11 月 20 日の総会で承認された時点で発足となるが、H24 年 3 月

末までは引継ぎ移行期間とし、吉田会長はそれまで任に当たる。 

      ⑪ 推薦のあった奥村 政信氏（S32M）に顧問就任をお願いする。又、化学科からも適任者

を選出して頂きたいが、発足時には難しい状況であるが引き続き検討する。 

      ⑫ ご来賓の挨拶（祝辞）は、湖風会岡田新会長と県大の山根教授にお願いする。 

       時間は各々10 分とし、冊子掲載のレジュメ（A4 一枚）も併せてお願いする。 

      ⑬ 来賓・協賛会員・学年幹事宛ての案内状は、吉田会長が作成し、内片副会長担当のチラ

シと合わせ送付する。        

送付及びお願いは松下副会長にして頂く。但し化学科の学年幹事宛ての案内状は一部ア

レンジが必要となるが国領常任理事にお願いし、9 月 10 日開催の準備チームミーティ

ングで詰める。化学科関係の学年幹事への案内は長谷さんにお願いする。 

又、9 月 10 日に湖風会の役員会が開催される、その折に松下副会長から関係者にその

旨の依頼をしたいので案内状およびチラシはそれに間に合わせる。 

尚、湖風会の新役員に近畿支部長として、川崎 眞治氏（Ｓ36Ｃ）が入られた。 

湖風会本体の協力を得る観点からも総会への出席を働きかける。（会員として） 

      ⑭ 集合写真は山添常任幹事担当とし、当日配布したいので、プリント手配を小池さんにお

願いする。又、総会、懇親会に於けるスナップ写真撮影は、藤浪が担当する。 
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      ⑮ 学年幹事からの出席者のリストは、機械科関係は国領常任幹事へ、化学科関係は、 

       学年幹事→長谷さん→国領常任幹事のルートとする。(詳細は 9 月 10 日打合せ) 

     ⅲ 懇親会について 

      ① 懇親会の司会は、林さん（Ｓ38Ｃ）にお願いする。 

      ② 懇親会でのご来賓の挨拶は内藤名誉教授、田中名誉教授にして頂くこととし、案内状を

差し上げる際その旨のお願いをしておく。 

      ③ 乾杯の音頭は、内片副会長とする。 

      ④ 懇親会のビデオ撮影を山添常任理事にお願いする。 

      ⑤ 懇親会の中で、各卒年別、学部別の出席者の紹介を行なう。各グループの代表者にマイ

クを渡し、その方から紹介してもらう。 

      ⑥ アトラクションは、彦根マンドリン・アンサンブルの代表者が化学科卒であることもあ

り、彦根マンドリン・アンサンブルに出演を依頼する。吉田会長が折衝担当とする。 

       予算的に苦しいので謝礼は交通費程度でお願いする。 

      ⑦ 締め乾杯の音頭は、奥村さん（Ｓ32Ｍ）が顧問に就任して頂け出席された場合は奥村さ

んにお願いする。駄目な場合は田頭顧問にお願いする。 

     ⅳ 予算案について 

      ① 内片副会長の試算では、会費徴収者 50 名と見積り、寄付・企業の協賛広告が無いとす

ると 128,000 円程度の赤字となる見込みである。 

      ② 冊子に企業・団体の協賛広告（1 口 1 万円）の募集を第 5 回総会に準じて行なう。 

       対象企業に心当たりのある方は、機械科関連は内片副会長に、化学科関連は林さんに連

絡する。最終的に内片副会長が取りまとめる。（9 月 15 日まで） 

       卒業生がオーナーであったり、経営トップで影響力がある企業を考える。 

       （広告とは云い難い、むしろ寄付をお願いする気持ちで） 

      ③ 出席者からの寄付は、前回と同要領でお願いする。 

      ④ 現在、「彦機会」の繰越金が約 40 万円弱あるので、何とか乗り切れると考える。 

      ⑤ 冊子は第 5 回記念総会に準じて作成する。（記念総会特有の内容は除く） 

       作成部数は 100 部とする。 

     ⅴ その他 

      ① 各役割分担については、基本的に前回の通りとするが、化学科のメンバーも入れて作成

して明確化する。 藤浪が行い、後日配布する。 

      ② 今回、会計的に苦しいため受付嬢の依頼はなしとし、役員または会員が担当する。 

    【参 考】今回設立予定の「工学部学友会」の対象者は、短大の機械科・機械紡織科、化学科・

染色科及び県大の工学部を対象とし、短大の工業部にあった建築科が入っていない

ことに疑問を持たれる方がいるかも知れないが、短大 建築科の同窓会（湖建会）

は湖風会 学部同窓会の環境科学部（県大組織 環境科学部に建築デザイン学科有

り）同窓会に組み込まれているからであることで理解してもらう。 

     

 

 

 

 

 

 

今回設立予定の学友会 
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＜報告事項＞ 

    ２、湖風会関連報告（松下副会長より） 

      ① 6 月 25 日と 7 月 16 日に湖風会の役員会が開催された。 

       主要テーマは、新役員会の役割分担と進め方についてであった。詳細はＨＰに掲載され 

ているので参照下さい。 

      ② 7 月 23 日（土）に 2011 年度通常総会か開催され、彦機会から田頭顧問、松下副会長、

国領常任幹事が出席された。 

       平成 23 年度役員改選が行なわれ、岡田新会長以下 29 名の役員・監事が承認された。 

       又、旧 5 同窓会（彦根工業会・農業部同窓会・芹翠会・湖畔の会・滋賀県大同窓会）か

らの拠出金（寄付金）が別途積立金という形で集計され、平成 23 年 3 月 31 日現在の残

高は・50,741,823 円となっている。 

       懸案の同窓会館建築計画（案）が上程され承認された。 

        ・建設費     ； 42,500,000 円 

        ・備品購入費   ；  4,500,000 円 

        ・年間維持管理費 ；   500,000 円程度 

       尚、竣工は平成 25 年 2 月の予定。費用は別途積立金を充当するが、同時に同窓会会員

から寄付を募り積立金からの取崩をカバーしたいとのこと。 

       新役員体制で、8 月 23 日に名簿管理委員会、9 且 10 日に役員会が開催される。 

       その中で、今年度湖風会会誌 第 3 号を発刊予定であるのでその対応も討議される。 

    ３、次回の幹事会は、予定の 10 月 9 日を取りやめ、10 月 2 日(日)に工学部学友会準備チー 

ムとの合同会議とする。今回同様会議室を予約する。(10 時～15 時、費用 5,250 円） 

その次の幹事会は、11 月 6 日（日）とし、同じく会議室の予約を行った。 

 

       

                                          以上。 

 

次回幹事会   日時： 平成２３年１０月２日（日）１０：００～ 

              場所： パナソニックリゾート大阪 

                  次回も、工学部学友会準備チームとの合同会議となります。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
合同「幹事会」に出席の皆さん レストランで昼食中の皆さん 


